


















































































































朴な疑問に答えるために､著者はTreacy and Wiersema (1995)による企業の価値基準に依拠し
たサプライチェーン設計のための概念フレームワークを提案している｡これにより､製品特性･供
給特性･需要特性･競争状態に加えて､企業が選択した価値基準に対応して適切なサプライチェー
ン(のタイプ)が異なることを説明している｡
最後に､本論文の主要な成果物の1つであるサプライチェーン基本型ジェネレータが提案されて
いる｡とれは､先に提案した企業の価値基準に基づくサプライチェーン設計フレームワークを実際
のサプライチェーン構築時に利用できるように体系化･手順化したものである｡提案モデルの撤密
さ､現実性､判断時の任意性など､幾つかの課題は残されているが､サプライチェーン設計の支援
ッールとして､その価値は高く評価できる｡本論文最大の価値はこの点にあると認められるo
しかしながら､提案された方法論の妥当性と有効性は実証を通じて検証されていない｡この点が
唯一の課題であるが､実証研究の場を得ることの困難さを考慮すれば､本論文全体の価値を損なう
ほどではない｡今後の研究課題として､その研究成果を期待する｡
よって､本論文は博士(経営学)の学位論文として｢合格｣であると判定する｡
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